
一
〇
〇

人
が

参

加
 

、 

市
消
防
 '] 

毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ

さ

い
。
き
っ

と
お

役
に

立
ち

ま
す
。
 

が
観
閲
式
 

閲 

‘γ二七““ジに ， ”・ 	 ‘中“鴛与て異鳴亜弓一 l、い“発’F球に‘い＝智,作，‘●昌に‘“智中：“琴与，E二」a武掛魂加ユそこ”‘,弓こ磯靴 

市 民 憲 章 （昭和59年10月I日制定） 
紗
焦
」
」
w
 わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

え開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

急 上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

豊 い視野に立って西北津軽の人々と協調 

\, し、郷土の限りない発展を願って、こ 

v.こに市民憲章を定めます。 

No.692 

ょが’わら 

発行 五所川原市 
9 037 

青森県五所川原市字岩木町12 

廿 O173 - ⑩ 2111(f 

編 集 総務部秘書企画課
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市の人口 総数51,435人（男24,561・女26,874）世帯数15,126 (6月30日現在） 	（毎月2 回 I日・15日発行） 

堂々の分列行進 

五
所
川
原
市
消
防
団
（
加
藤

兼
顕
団
長
）
の
定
期
観
閲
式
が

七
月
二
十
日
、
市
営
球
場
通
り

を
会
場
に
消
防
団
員
、
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
子
ど
も
た
ち
や
関
係
者
な
ど

約

一
千
百
人
と
ポ
ン
プ
車
三
十

台
が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
観
閲
者
の
佐
々
木

市
長
ら
が
、
人
員
・
服
装
点
検・

機
械
器
具
点
検
の
あ
と
分
列
行

進
が
行
わ
れ
、
整
然
と
隊
列
を

組
ん
で
進
む
姿
に
市
民
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
 

引
き
続
き
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
鼓
笛
演
奏
、
三
好
地

区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
放
水
練

習
が
披
露
さ
れ
た
後
、
各
分
団

代
表
に
よ
る
玉
落
し
競
技
を
行

い
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
ま
と
い
振
り
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
優
秀
分
団

の
表
彰
が
行
わ
れ
全
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。
 

平成元年  

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ〈ります。 

0未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 
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平
成
元
年
第
三
回
定
例
市
議
会
が
七
月
十
三
日
か
ら
ニ
十
四

日
ま
で
十
ニ
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
、
就
任
後
初
の
議
会
で
あ
り
初
日
に
市
政
方

針
を
述
べ
、
市
政
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
基
本
姿
勢
を
示

す
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
政
運
営
に
対
す
る
一
層

の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

1市
政
方
針
」
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。
 

私
の
市
政
方
針
は
、
人
づ
く

り
を
基
本
と
し
た
総
合
的
な
生

涯
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ

り
、
市
民
を
市
政
の
中
心
に
据

え
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
五
所
川
原
市
は
、今
、
 

混
迷
の
時
を
迎
え
て
お
り
、
市

民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
五

所
川
原
市
の
進
む
べ
き
道
、
ふ

る
さ
と
再
生
の
た
め
の
政
策
等

の
確
立
に
す
み
や
か
な
対
応
を

強
く
望
ま
れ
て
お
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
議

員
各
位
の
英
知
の
も
と
に
、
五

万
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、
生
活
と
文
化
を
高
め
る
政

策
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
あ
り
、
市
職
員
は
、
 一
丸
と

な
っ
て
、
五
万
市
民
へ
の
奉
仕

者
と
し
て
の
自
覚
と
誠
意
を
も

づ
た
行
政
を
推
進
す
る
事
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
は
市
民
各
位
の
積

極
的
な
参
加
の
も
と
に
、
対
話

と
良
識
か
ら
生
ま
れ
た
政
策
の
 
 

実
現
で
あ
り
、
市
政
へ
の
信
頼

の
回
復
で
も
あ
り
ま
す
。
 

市
の
活
性
化
は
、こ
の
人
づ

く
り
に
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
 

新
都
市
計
画

の
策
定
を
 

推
進
 

さ
て
国
は
、
二
十
一
世紀
の

国
土
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第

四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
を
決

定
し
、
均
衡
あ
る
国
土
の
発
展

を
促
進
す
る
た
め
広
範
に
わ
た

る
諸
施
策
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
 

と
り
わ
け
、当
地
域
に
実
施
さ
れ

る
高
規
格
幹
線
道
路
、
津
軽
自

動
車
道
の
整
備
は
、
ま
さ
に
一
一

十
一
世
紀
の
高
速
交
通
体
系
に

対
応
し
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
 
「ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
 
に大

き
な
変
革
を
与
え
る
も
の
と
い

え
ま
す
。
と
く
に
、
当
市
に
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジを
設
け
る
こ

と
は
、
企
業
誘
致
の
促
進
、
農

業
を
含
め
た
産
業
の
高
度
化
に

弾
み
が
つ
き
、
と
り
わ
け
時
代

を
先
取
り
し
た
農
業
の
ハ
イ
テ

ク
化
は
、
当
市
の
産
業
構
造
の

変
革
の
基
と
な
る
と
存
じ
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
西
北
地
域
の
み
な
ら

ず
県
内
外
か
ら
の
誘
客
を
促
進

し
、
観
光
振
興
の
起
爆
剤
と
な
 
 

る
も
の
で
、
地
域
間
交
流
の
活

発
化
に
と
も
な
い
、
当
市
を
中

核
と
し
た
新
た
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
こ
れ
に
即
し

た
新
都
市
計
画
の
策
定
が
急
が

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

市
民
総
参
加
の
 

2
1世
紀
 

市
民
会
議
を
 

こ
の
よ
う
な
、
新
時
代
の
到

来
に
あ
た
り
、
時
代
の
変
化
に

対
応
で
き
る
人
づ
く
り
が
今
こ

そ
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
私
の

公
約
の
ー
つ
 
コ干
一
世
紀
市

民
会
議
」
は
こ
の
よ
う
な
考え

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
 

そ
の
骨
格
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

一
干
一
世
紀
市
民
会
議
は
、
 

市
民
の
総
参
加
を
望
む
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
市
民
の
総
意
の

基
に
運
営
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。市
民
の
方
々
の
ご
提
案
、
 

ご
意
見
、
発
想
等
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
国
の
第
四
次
全
国
総

合
開
発
計
画
、
県
の
第
五
次
長

期
総
合
計
画
等
と
の
整
合
性
を

図
り
つ
つ
、
市
の
五
十
年
の
未

来
を
み
つ
め
た
 
コ干
一
世
紀

五
所
川
原
市
総
合
開
発
計
画
」
 

を
産
、
学
、
官
、
民
の
協
同
体
 
 

制
に
よ
り
策
定
し
、
そ
の
具
体

的
な
施
策
を
明
確
に
い
た
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

生
涯
 

政
策
の
 

推
進
 

そ
の
政
策
の
柱
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
 

日
農
業
、
商
業
、
工
業
の
振
興

及
び
交
通
体
系
の
整
備
等
を

図
る
生
涯
生
活
政
策
 

口
環
境
衛
生
の
向
上
、
都
市
環

境
の
整
備
及
び
ス
ポ
ー
ツ
、
 

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョン
の
振
興

等
を
図
る
生
涯
健
康
政
策

日
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
充

実
、
地
域
文
化
の
振
興
等
を

図
る
生
涯
教
育
政
策
 

四
児
童
福
祉
、
老
人
福
祉
及
び

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
等
の
充

実
を
図
る
生
涯
福
祉
政
策

の
四
つ
の
生
涯
政
策
を
掲
げ
、
 

「ふ
る
さ
と
お
こ
し
は
人
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
に
、「地
方
文

化
の
創
造
と
ふ
る
さ
と
お
こ
J
J
 

を
目
標
と
し
た
施
策
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
ど
の
政
策
を
取
り
ま
し
て

も
緊
急
か
つ
切
実
な
課
題
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
実
現
を
図
る

た
め
の
第
一
の
条
件
であ
り
ま
 

平
成
元
年
度
五
所
川
原
市
議

会
第
三
回
定
例
会
は
、
私
の
市

長
就
任
後
、
最
初
の
市
議
会
で

あ
り
ま
す
の
で
、ま
ず
市
政
に

対
す
る
私
の
考
え
方
、取
り
組

み
方
に
つ
い
て
所
信
の
一
端
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、議
員

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

市
の
 

活
性
化
は
 

人
づ
く
り
から
 

r
 



●

貝
 

価
 

評
 

ー
、
産
」
 

，
資
 

｛
疋
 

固
 

藤
 

文
周
 

「くるみ園」を訪れ、入所者と朝の体操

をする佐々木市長 

三
氏
の
略
歴
 

▽
小
山
内助
役
 

県
立
木
高
卒
。
県
自
転
車

軽
自
動
車
商
業
協
同
組
合
理

事
長
、
県
自
転
車
防
犯
協
力

会
連
合
会
長
、
五
所
川
原
交

通
安
全
協
会
長
、
全
日
本
自

転
車
軽
自
動
車
商
業
協
同
組

合
連
合
会
副
理
事
長
。
 

▽
福
士
収
入役
 

県
立
五
農
卒
。
七
和
村
議

会
議
員
、
市
議
会
議
員
、
市
 

農
業
改
良
普
及
協
議
会
長
、
 

市
議
会
議
長
。
 

▽
斎
藤
固
定
資
産
評
価
員

松
野
木
青
年
学
校
卒
。
長

橋
村
役
場
書
記
、
市
役
所
書

記
、
市
議
会
議
員
。
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七
月
十
三
日
か
ら
二
十
四
日

ま
で
開
か
れ
た
第
三
回
市
定
例

議
会
で
、
こ
れ
ま
で
空
席
と
な

っ
て
い
た
助
役
、
七
月
三
十
一

日
付
で
辞
任
す
る
収
入
役
の
後

任
及
び
昭
和
五
十
四
年
か
ら
空
 
 

す
財
政
事
情
が
大
き
な
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
私
も
十

分
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
困
難
を
乗
り
越

え
政
策
の
実
現
に
向
け
、今
日

の
一
歩
が
明
日
の
五
十
歩
に
つ

な
が
る
こ
と
を
信
じ
て
着
実
に

前
進
す
る
こ
と
が肝
要
か
と
存

じ
ま
す
。
 

「く
る
み
園
」
 

「圏
民
文
化
会
館」
 

の
建
設
 

席
に
な
っ
て
い
た
固
定
資
産
評

価
員
の
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、
 

助
役
に
小
山
内
有
義
氏

（
也

廿
市
内
布
屋
町
廿
、
収
入
役
に

元
市
議
会
議
長
福
士
孝
一
氏
 

(
7
3）
廿
市
内
高
野
廿
、
固
定
 

永
年
の
懸
案
事項
で
あ
っ
た

五
所
川
原
大
橋
が
八
月
三
十
日

に
供
用
開
始
さ
れ
、
十

一
月
に

は
新
津
軽
大
橋
が
供
用
開
始
さ

れ
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
本
年
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
 

ム
 
「く
る
み
園
」
を
平
成
二
年

建
設
す
る
た
め
建
設
用
地
、
施

設
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
に
入

っ
て
お
り
ま
す
。
過
日
、
同
園

を
訪
ね
、
入
所
さ
れ
て
い
る
方

々
か
ら
建
設
場
所
、
施
設
内
容

に
つ
い
て
ご
意
見
を
戴
き
ま
し

た
。
こ
の
貴
重
な
ご
意
見
を
も

と
に
建
設
計
画
を
進
めて
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

資
産
評
価
員
に
斎
藤
一
郎
氏
 

(5
9）
廿
市
内
松
野
木
廿
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
 

助
役
に
選
ば
れ
た
小
山
内
氏

は
「
荒
れ
た
市
政
の
再
建
に
向

け
、
佐
々
木
市
長
の
補
佐
役
と
 

老
朽
化
の
著
し
い
市
民
文
化

会
館
の
代
わ
り
に
「（
仮
称）
圏

民
文
化
会
館
」
を
平
成
一
二
年の

建
設
に
向
け
、
今
後
、
市
民
の

方
々
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が

ら
設
置
場
所
、
施
設
内
容
等
に

つ
い
て
の
検
討
を
す
す
め
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
先

取
り
す
る
大
五
所
川
原
の
建
設

に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
る
決
意
で
ござ
い
ま
す
の
で
、
 

議
員
の
皆
様
方
に
は
何
卒
よ
ろ

し
く
ご
指
導
、
ご
協
力
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
 

し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
た
 

し
」
 

ま
た
、
収
入
役
の
福
士
氏
は
 

‘「自
分
の
経
験
を
生
か
し
、佐

々
木
市
長
の
意
を
体
し
て
派
閥

解
消
、
市
政
刷
新
な
ど
に
努
め

た
い
」
と
抱
負を
述
べ
ま
し
た
。
 

三
氏
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
市
行
政
に
手
腕
を
発
揮
さ

れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
 

請き鷲 
小山内助役 

助
役
に

小
山
内

氏
決
ま
る
 

収
入

役
は

福
士
氏
 

相
嘆
賠
は
斎

藤
氏
 



ボプラの橋に横断幕 
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鷲謀麟を追放しよか 
&\I1h t (の交通安全運勲瓶嬬 

薫無郵熱1蓋酢毒舞 
夏の交通安全運動に先立ち 7月20日、交

通事故防止市民総決起大会が開かれました。 

地区安全協会、交通安全母の会など関係

団体などから約 500人の市民が参加。 大会

では、佐々木市長があいさつを、 また、工

藤‘忠男五所川原警察署長が交通事故現況報

告をうZさべた後、市老人クラブ連合会の山形

四郎会長が大会宣言を読み上げま した。 

このあと、街頭パレー ドに移り、 さつき

保育園児の鼓笛やパンダのぬいぐるみ、青

年会議所の 「大虫様」 が参加し、市役所前

から駅前までパレード、市民に交通事故防

止を呼びかけました。 

ドライバ にマスコツト贈る 

五所川原地区交通安全協会五所川原支部（丸海老

祐造支部長）では 7月15日、市内田町の国道101 

号に架かる歩道橋 「ポプラの橋」 に交通安全を呼び

かける横断幕を設置しました。 同支部では4年前か

ら毎年横断幕を設置しており、今年も21日からの夏

の交通安全運動を前に10人の役員が横断幕を取りイ寸

けました。 横断幕には夜間でも見える塗料で 「お父

さんおみやげは無事故てn、いの」 と大書きされてお

り、交通安全に大きな効果が期待されています。 

五所川原市交通安全母の会連合会（長沢

京子会長）では 7月24日、市内大町の交差

点でドラィバーに交通安全マスコッ ト 500 

f固をプレゼン トし、喜ばれました。 これは、 

発泡スチロール製で真っ赤なリンゴを形ど

っているもので、会員の手づく りによるも

のです。 この日は、長沢会長をはじめ20人

がドライバーー人ひとりに手渡し交通安全

を訴えました。 
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労災ゼロの明るい職場を！ 
西北労働基準協会（三国谷勝蔵会長）主

催の西北五産業安全衛生大会が 7 月 6 日、 

市内本町の 「五松苑」 で関係者約 200人が

出席して開かれました。 大会では労働大臣

からのメッセージが読み上げられた後、優

良事業場の表彰が行われました。 又、石戸

谷皮膚科医院の石戸谷析一院長が 「皮膚病

あれこれ」 をテーマに職躯易でかかりやすい

皮膚病について特別講演し、El動く人々の安

全と健康を確保する」 ことをうたった大会

宣言を採択して同大会を終了しました。 

’， 

市納税貯蓄組合連合会定期総会及び国民年金

納入組合長会議が 7 月 5 日、市中央公民館を会 

」易に関係者約 200メ、が出席して開かれました。 

総会に先立って優良組合の表彰が行われました。 

総会では、納税意識の高揚に努め、期限内完納

を推進していくことを確認して、平成元年度の

事業計画が承認されました。 

が会を明筆1ろ讐‘ 

一“，血 

 一 

‘ 躍~’r 

第39回社会を明るくする市民集会が 

7 月 7 日、お祭り」プ詳易を会場に小・中

学生や市民約1,000人が参加して開かれ

ました。 又、パレー ドには五小・南小、 

中央小の鼓笛隊、五一中のブラスバン

ドが参加し、参加者はフpラカードを掲

げて行進して非行と暴力のない日月るい

街づく りをアピールしま した。 

非
行
を
防
ぎ
ク
リ
ー
ン
な
街
を
 

期
限
内
完
納
 の
推
進
 

〇
照
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会
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＋
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…
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テ
ィ
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〇
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協
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N
T
T
弘
前
演
劇
サ
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川
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▽
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月
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石
恵
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ー
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ー
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ン
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赤
ば
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呈

▽
五
月
十
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日
 
天
理
教
（
五
十
六
人
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園
内
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清
掃
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仕

▽
六
月
十
八
日
：
‘
鈴
木
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：
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訓
練
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一
台
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▽
六
月
ニ
十
八
日
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市
老
連
芸
能
部
一
行
（
佐
々
木
み
え
部

長
：
‘
ニ
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松
島
八
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目
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人
ク
ラ
ブ
よ
り
縫

物
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呈
 

▽
六
月
三
＋
日
：
市
浦
村
保
育
所
父
母
の
会
（
ニ
十
五
人
）
 

入
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rh全国消費実態調査に 

'I‘ ご協力を 
本年 9 月から11月にかけて、全国消費実態調

査が実施されます。 この調査では、国民生活の

実態を把握します。 調査結果は、今後の高齢化

社会等に対応する社会・経済諸施策のための貴

重な統計資料となります。 調査員が皆様のお宅

にイ司いま したら、ぜひ調査にご協力をお願いし

ます。 

主所川原おやこ劇場 

例会のお知らせ 
＠第2回高学年伊I会 

人形劇 「曽根崎心中」 

レ日時 8 月20日14:00～・18:30-- (2 回公演） 

ン場所 市民文化会館 

く》会員募集中 あなたも入会しませんかノー 

子・どもに夢をノたく ま しく豊かな創造性三を．ノ

未来をひらく知恵と勇気をノ 

ン参加資格 誰でも、いつでも入会できます。 

レ1列会 毎月の会費で年 4 回、生の舞台を例会

としてみます。 

ン自主活動 子ども達がのびのびと活動出来る

ようにみんなで計画をたて、たのしい催しを

します。 

レ会費 入会金 100円、会費 800円（育勝内制） 

レ申し込み先及び問い合わせ先 

事務局（市内本町東奥日報社ビル 4 階h（亀）21 

70番）へどうぞ。 

I鷲器鯛 
レとき 8 月 3 日～8 日 （ 6 日間） 

ンところ 中三五所川原店 5 階催事場 

）イベント 

〇販売・実演コーナー・・・地域の名産品・地場産 

品等の展示販売、地蔵焼体験コーナー 

〇ビデオコーナー 

〇静止画像電話による交流会 

〇奥津軽ディスコ… 8 月 6 日（日）11: 00と14 : 00 

（刀 2 回 

〇一っがる百人衆オリジナルT シャツ・テレホン 

カード販売 

※詳しいことは、実行委員長天内義秋さん（か⑩ 

2424番）へお問い合わせください。 

児童手当は、家庭生活の安定と次代を担う児

童の健全な育成・資質の向上を図るために支給

されます。 手当を受けるためには、受給申請が

必要です。 まだ手当の支給を受けていない（新

規）方は申請手続きをしてください。 

レ児童手当を受けられる人 

小学校入学前の児童を含む18歳未満の児童

を 2 人」』I上養育している方で、収入が一定の

額未満の方。 なお、 自分のお子さんでなくて

も、~その児童を監護し、一定の生計関係があ

れば受給できる場合があります。 

レ児童手当の額 

2 番目の児童には月額2,500円、3 番目以降

の児童には、1人につき月額5,000円が小学校

の入学まで支給されます。 

ン申請の際に必要なもの 

(1）印かん 

(2）年金加入証明書（厚生年金保険などの加入

者は事業主の証明が必要ですー用紙は市民

課にあります） 

(3）保険証 

(4）支払希望金融機関の名称と口座番号 

(5）所得証明書（本年1 月1 日に他の市町村に

住所を有していた場合は、前住所負セにおけ

る前年の所得証明書が必要です。 ただし、 

1月から 5 月までの月分については前々年

をいいます） 

ン手当の額が増えるとき 

児童が生まれたことなどにより養育する児

童の数が増えた場合一額改定請求の手続きを

してください。 

※そクH也言羊しいことは、市民課（=（③ 5>2111番内

線262番）へどうぞ。 

サラリーマンの奥さん 

国民年金に変更はありませんか 

現在、厚生年金保険など に加入してし、るご主

人に扶養されている奥さん は、国民年金に第3 

号被保険者として加入する ことにな・っています。 

第 3 号被保険者に該当し たときは、該当届を

提出することになっており また、勤めに出て

厚生年金保険などに加入し たようなときや、 こご

主人が退職されたときなど には、国民年金の種

別の変更の手続きがl必要と なります。 

もし、 この手続きを忘汁1 たままにしておきま

すと、将来年金が受けられ なくなーフたり します

ので。 種別に変更があった ときには、必ず、市

役所の国民年金の係で手続 きをしてください。 



価 
ノ’" 

歌 
五
所

川
原
短
歌
会
 

神
宮
を
詣
り
来
た
れ
ば
白
鷺
は
化
神
の
ご
と
く
枯
野
 

に
立
て
り
 
山
上
 

和
美
 

笹
百
合
の
花
一
つ
だ
け
今
朝
は
咲
く
残
る
蓄
も
既
に
 

膨
ら
み
 

小
笠
原
俊
亮
 

夜
昼
の
け
じ
め
も
な
し
に
鳴
る
耳
の
目
覚
め
し
夜
半
 

は
こ
と
更
強
し
 

佐
藤
 
義
則
 

屋
主
な
き
空
屋
の
庭
の
木
華
を
子
供
ら
喜
々
と
小
寵
 

に
摘
め
り
 

大
久
保
勘
三
 

花
の
名
の
異
な
る
ご
と
に
形
変
え
大
輪
菊
は
盛
り
伸
 

び
を
り
 
関
 
喜
代

栄
 

主唱通産省 電気使用安全月間 

8月1日ト 31日 

JLJ て’p . 
明るい暮らし  ’二 言 

畏醜競が主役です （財）東北電気保安協会 

安倍・安東氏特別展 
"'I'Wぎ出 
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I新受入図書 

書 	 名 箸 者 名 書 	 名 著 者 名 

近思録の 読み 方 守屋 	洋 ヒ 色 の 逃 げ 水 青野 	聴 

鍋 牛 の あ ゆ み 赤塚 道光 遊 談 倶 楽 部 五木 寛之 

会 津 斗 南 往 来 阿達 義雄 祭 	り 	化 	粧 高橋投一郎 

社会貢献者事績集 日本顕彰会 惑 い の 季 節 諸井 	薫 

日露戦争を 
演出した男モリソン 

ウ
ハ
 
ッ
ウ
 
ド

ス
 
嘆
 
子
 

真 夏 の ニ ー ル 山川 健一 

幕 末 転 勤 偉 本間 寛治 マ ドンナのごと く 藤堂志津子 

消費税 
これだけは知っておけ 

海江田万里 働くこと生きること 水上 	勉 

岩 	 壁 鶴田要―郎 ダプルコンチエルト 森 	理子 

第五の医学一音楽療法 田中 多聞 馬 車 は 走 る 沢木耕太郎 

「リンゴの唄」の昭和史 並木 路子 殺人 を 呼ん だ 本 赤川 次郎 

ノ、イテク 
日本の明日を読む 

森谷 正規 影 	歩 	む 	港 菊地 秀行 

働く女性の子育て論 田中喜美子 走 れ 乗 合，馬 車 神坂 次郎 

出 会 い の 樹 
青お
 
函
た
 
博

す
 

I'
  
ナ
 
隊
 

挫 	 折 佐藤 高明 

引 越 し が 好 き 橋本 和子 辞 	 令 高杉 	良 

心 	の 	教 	育 安藤 一雄 I誉 ケ 岳 七 本 槍 徳永真一郎 

超大累異と日本の役割 守屋 	保 浪 	人 	若 	殿 山手樹―郎 

友 好 の か け 橋 宮野 賢吉 
た
  

かサ
 
た
け
 
／
チ
 
ア
 

ュ
 
 

吉本ばなな 

発明 考案の紹介 持 許 庁 少欲知足のすすめ 斎藤 茂太 

舞 	踊 	年 	鑑 
全日本 
舞踊連合 

退屈なパラダイ ス 山崎 	浩 

	第4回 
市民グラウンド・ゴルフ大会 

気軽に楽しめるスポーツ・ファ ミリースポー 

ツとして人気上昇中のグラウン ド・ゴルフの競 

技会を開催します。 

）日時 8 月27日（日）午前 9時30分～ 

レ場所 南斗グラウン ド常設コース（市役所裏） 

D対象 市民に限る（小・中学生も可） 

レ競技方法 6 人 1チームとする。 

レ参加料金 1チーム 1 ,500円 

レ申し込み締切 8 月18日 （金） まて冬 

ン申し込み及び間い合わせ先 

市教育委員会内大会事務局（"（③⑤ 2111番内線 

250番）へどうぞ。 
. 	. 

鷲も 魂認鷺熱 
すもも (8月上旬）‘もも（ 8 月上旬～中旬） 

の収穫祭を行いますので、市民の皆さん多数の

おいでをお待ちしています。 

詳しいことは、市広域新農業センター（廿⑩ 

2104番）へお間い合わせください。 

レ日時 8 月1 日～31日 

レ場所 市浦村歴史民俗資料館（十三湖中島） 

レ入場料 前売券・大人500円、高校生300円、 

小・中学生 200円 

※前売券は、市商工観光課でも取扱っています。 

第5回夏休み 
平和親と子の映画会 

レ日時 	8 月 9 日 （水）10 : 00 --12 : 00 

ン場所 働く婦人の家 

ン入場料 無半斗 

ン映画 「たぬきのおんがえし」(18分）、 「杜子一 

春」（ 20分） 

※主催 新日本婦人の会五所川原支部 

ー ーープー ー 」 ／ 一一／ 
JL プ， 

8月は身元確認 
強調月間です 

ら 警祭署て叫よ、期間中 「行方不明者をさが g 

’す相談所」 を開設します。 	 ‘ 

1 相談におでかけの上、身元確認にご協力~ 

」お願いします。 （五所川原警察署） I 

五所川原市立図書館 

、 



平成元年（1989年）8 月1日 	 広報ごしょがわら （第692号）⑧ 

   

献血にご協力を 
今、病気や手i荷のために多くの人が血液を必 

要としています。 「愛の献血」 に市民の皆さん、 

深いご理解とご協力をお願いします。 

期 	日 時 	 間 場 	所 

8 月8 日 

（火） 

午前10時から 
正午まて、 

コミュニテイ 
センタ一中川前 

午後 1時30分から
午後 4 時まてる 

県合同庁舎前 

8 月21日 

（月） 

午前 9時40分から
午前10時40分まて、 

市農協三好支所前 

正午から 
午後 2時30分まて、 

日立東部 
セミコンダクタ前 

午後 3時から 
午後 4 時まて与 

対馬内科 
小児科医院前 

8 月31日 

（木） 

午前10時から 
午前11時まてる 

コミュニテイセンター 
毘沙門・長富前 

正午から 
午後 1時30分まて各 

山口メリャス 
工場前（毘沙門） 

午後 2 時から 
午後 4 時まで’ 

医療法人白生会 
胃腸病院前 

粗大ゴミ 

8月・11月に収集します 
◇ 8 月17日 （第 3 木曜日） 

旧町内、湊、湊団地、みどり町、松島町、 

若葉の各地区。 

◇ 8 月24日 （第 4 木曜日） 

七和、梅沢、長橋、栄、松島、飯詰、毘I少門 

長富、中川、三好の各地区。 

か出せる物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、 ベッ ド 

タンス、 イス、机、 テーフ戸ル、ジュータン、空 

ドラム缶、 タタミ等。 

か出せない物 リヤカー、農機具、バイク、ホ 

ームタンク、古タィャ等。 

◇粗大ゴミを出す方は、収集日の 2 日前までに 

市衛生課廿（国）2 111内線 269番へ必ず’連絡し 

てください。 出す品l物には必ず名札をつけ 

て出してください。 

I ン日 時 8 月25日（金） 午後 1時 

I レ場 所 市保健センター 	 I 

I レ講 師 佐藤 実先生 	I 
I 	 （佐藤内科小児科医院長） I 

1 Dテーマ 味唐尿病はこわくない」 

I 主 催 北五医師会・市民保健協議会 『 
しっー→ーつーー。ーー叫ー。cー，つ。。一～つーーつ。。ー＝り＝ーーつ。c，弓ー亡ーーっ記 

五所川原虫と火まつり 
行事日程の変更について 
県下登山ばやし大会は、 7 月15日号の広報で 

8 月 5 日開催とお知らせいたしま したが、 8 月 

6 日（日）に変更となりました。 

~胃がん’大腸がん I 

l検診のニ次募集のお知らせ」 

市では、胃がん・大腸がん集団検診を下記に

より実施します。 

9 月・・‘ 1 日・ 2 日・ 6 日・26日 

ン対象者 40歳以上の市民（昭和25年 3 月31日

までに生まれた方）。 ただし 4 月～ 6 月に検診

を受けた方、妊産婦と職場等で検診を受けら

れる方は除きます。 

）受付期間 8 月1日から 7 日まてる 

ン申し込み先 市衛生課、市役所各支所 

ン申し込み方法 申し込み書を市衛生課、市役 

r 所各支所に備え付けしていますので、所定の

欄に記入して申し込んでください。 

＞検診場所 市保健センター 

＞検診日 後日申し込み者に直接通知いたしま

す。 

ン検診料金 五所川原市国民健康保険加入者 

700円、 その他の保険加入者 1,200円、生活

保護世帯、70歳以上の方、市民税非課税の方

は無恥I＝一当日証明書を提出してください。 

1 	子宮がん’乳がんコ 
l甲状腺の集団検診」 

レ対象者 30歳以上の婦人（昭和35年 3 月31日

までに生まれた方） 

）受付期間 8 月1日～10日 （日曜日は除く） 

）申し込み方法 申込書でお申し込みください。 

（用紙は保健協力員、jzt 役所、各支所に備え 

r 	てあります。） 

レ申し込み先 保健協力員、市衛生課、市役所

各支所のいずれかに。 

レ検診場所 市保健センター 

レ受診者負担 1,000円（ただし、五所川原市

国B引建康保険加入者、70歳以上の方、生活保

護世帯の方、市民税非課税の方は無料一当日

証明書を提出してくださいJ 

ン注意 個別（医療機関）検診を受診された方

及び乳がん・甲状腺のみの受診はできません。 

＞持参するもの 検診当日は保険証、健康手帳 

(40歳以上の方のみ）、バスタオルを持参して

ください。 

ン検診月日 9 月13、14、21、22、27、28、29日、10 

月3,4..5、6-.11 ..12、13日のうちから市が指定し

後日、申込者各自に通知します。 

※詳しいことは、市衛生課（廿（③う)2 111番内線 2 

68・272番）へどうぞ。 

ベッ ド

タン、空 

I めあむの圏康翻冒 I めあむの圏康翻冒 
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